（様式５号）
肺がん検診結果通知書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様
（注）○印があなたの検診結果です。

1． 精密検査不要 …　今回の肺がん検診では異常は認められませんので、さらに詳しい検査を行う必要はありません。　
ただし、検診ですべての肺がんを発見することはできません。今回の検査で異常がなくても、血痰、長引く咳、胸痛、声のかれ、息切れなどの自覚症状がある時は、早い時期に直接医療機関（呼吸器専門）を受診されるようお勧めします。また、症状が無くても必ず1年に1度の定期検診を受けましょう。タバコを吸っている方は、健康に重大な影響がございますので禁煙をお勧めします。

2． 要精密検査 　…　今回の肺がん検診の結果、さらに詳しい検査が必要です。
肺がん検診により所見を認めました。肺がん、もしくは肺がん以外の疾患（肺炎、肺結核、　　　その他）の可能性があります。
自覚症状のない場合もありますので、自治体もしくは検診機関の指示に従い、
すみやかに最寄りの呼吸器専門医療機関を受診し、必ず精密検査を受けてください。
自治体の実状に応じて適宜内容を変更して
使用してください。

＜精密検査の際には以下のものを忘れずにご持参ください＞
　　・肺がん検診結果通知書（本状）
　　・胸部精密検査依頼書及び結果報告書（同封）自治体の状況に応じて適宜内容を変更して
使用してください。
自治体の状況に応じて適宜内容を変更して
使用してください。

　　・健康保険証自治体の状況に応じて適宜内容を変更して
使用してください。


３．再検査
□ 今回のエックス線検査が読影不能のため、再撮影が必要です。
□ 今回のエックス線検査では、異常を認めませんが、喀痰材料が不適当のため再検査が必要です。
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